
フランソワ・ラプレーの作品における

名詞の性について

平　手　友　彦

1　はじめに

現代フランス語確立の途上にあり,流動的で,統一性を欠いた16世紀フランス冨在

の世界の中で,フランソワ・ラプレーがすさまじい造語力を駆使し.一迫の巨人物語

『ガルガンチュア・パンクダリュユル物語』1)を生みだした叫まよく知られている.そ

の16世紀フランス語の流動性と不統一性を,古楽にとりわけ強い関心を持っていた

このユマニスト2)の全作品に老察するため,班者は現在「ラプレーの文法辞兆」を作

1)後述するような理由から,本論文では　　はラプレ-の手によるものではなさそうであ
以下のT.L.F.版を使用し,引用もこれらに
よる.

Francois Rabelais, Pantagruel, Genとve,

Droz, 1965.

Francois Rabelais, Gargantua, Genとve,

Droz, 1970.

Franfois Rabelais, Le Tiers Livre, Ge-

nとve, Droz, 1964.

Frangois Rabelais, Le Quart Livre, Ge-
nとve, Droz, 1947.

Francois Rabelais, Pantagrueline　♪T0-

gnostication pour Van 1533, Genとve, Droz,

1974.

帆『節五之か』及び小品については以下の
テクストを使用した.
Rabelais, CEuvres comblとtet, Gamier,

1962, 2 vols.

Rabelais, CEuvreHomptttes, Gallimard,

Bibliothとque de la Pleiade. 1955.

2) r凍った首共J (『那四之かj 55-56式王)等

のエピソードがあるが, r首共を典めるJ　とい
うことで首えば. P節四之Iimの終わりに付け
られた　Briefve Declaration D'Aucunes

dictions plus Obscures 【...]が間皿になる

かもしれない.この「雑句略解J　は注釈者の

視点が現れていて,注目されるべきものでは
あるが,スクリ-チによれば,どうやらこれ

【

る(M.S. Screech et Stephen Rawles, A

New Rabelais Bibliography, Etudes rabelai-

siennes t. 20, Genとve, Droz, 1987, p. 236.

これに対し,ユシコンはこの「雌句略解J　に

ラプレーの文法システムの特徴とWJW的概

念が訟れているとして,ラプレーの手による

ものとしている. Mireille Huchon, Rabelais

grammainen, Etudes rabelaisiennes t. 16,

Gcnとve, Droz, 1981, pp. 406-411) f.'.'j,この

rKti蛸ォ,に恥デられたtlmには性ォーnn記さ

れていない部を付記しておこう.

むしろ,ラプレーの全作Fu中で一腰だけ使

用されるォdictionnaire》という打のjJ'が男尊塊

深い.この万別ま1539年のロペール・ユチエン

ヌによる仏経坪山初版タイトル(R. Estiennc,

Dictionaire FrancoiJlatin)に初めてフランス

蘭日周で旧観買Fォa**ix(jffl坦m引iwa<r.t

(Georges Matore, Histoire des dictionnaires

franfats, Laroussc, 1968, pp. 59-60.なお.

マトレによれば英語では1526咋に初めて砲

富g),その5年後にラプレーはこのJ3& T邦三

之か.g　47群の中で使っている.この47群は,

パニュルジュがランテルノワ訂正の「秤む」を

旅の迅すがら作るというものだが,彼はここ

でこの「辞か」は「新しい靴一足ほどにはも

つまい」と述べている. 《je t'cn feray un

beau petit dictionairc, lequcl ne durcra
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成中である1'.本論では,この辞書作成の項目から名詞の性を取り上げ・ラプレーの

全作品中で,現代フランス語と異なる文法的性(以下「性」)の扱いを受けた名詞を調

べ,それらの名詞の性がどのように定着,変化し・そして・その原因がどのようなも

のであるかを考F.・ミする.

16世紀フランス語では現在とは異なる性の扱いを受けていた名詞が少なくない・

ラプレーの作晶についてもその幾っかは既に指摘されている2'・しかし・全作品を通

してのヴァリアント及び強圧を含んだ網羅的調査は行われていない・そこで,デイク

ソンとド～ソンによるラプレーのコンコーダンス3'を使用してラプレーの全作品に現

れた全ての名詞について調査した.しかし,このコンコーダンスはラプレーの256576

語から成る全作品を網羅しているが,使用されたエディションはヴァリアントが表示

されておらず必ずしもFLZ良のものとは言えない*>. 16世紀の作家研究では・その作品

の《変化》を含めて考察することを忘れてはならないが,とりわけラプレーのような

作家には,この《変化》にこそ重要な意味が隠されていることが少なくない・そこ

で,今回の調査では,このヴァリアントと頻度にも注目し,このコンコーダンスで発

gueres plus qu'une paire de souhers

neufz;》(Le TiersLivγe, p.316)ここに, 16

世紀前半から始まるフランス語語免の急速な
増加-の暗示を読み取ることも可能かも知れ
ない.

1) rラプレーの文法辞典J作成の出発点は
ラプレーの作品を読む際に文法と語免の問題

点を解説したものがあるとよい,というもの
であった.語朱の方面ではバルディンガ-

(Kurt Baldinger, Etudes autour de Rabe-
lais, Etudes rabelaisiennes t. 23, Genとve,

Droz, 1990)らが和力的に研究を進めているよ

うであるが,文法に関してはGeorges Gou-

genheim, Grammaire de la langue fran-

caise du seizieme siecle, Lyon, I.A.Cり

1951 ; nouvelle edition, Picard, 1974のみ

で,まだ十分ではない.そこで,筆者はラプ
レーの全作品中に16世紀前半のフランス語文

法の実際と変化を挟るという作成意図のもと
に,このユマニストの言菜の世界を辞書の形

鰭で提示する試みを行っている・また,この

辞書作成の試みでは以下の点にも注目してい
きたい.
1ラプレーによる語の使用変化を調査する

ことで　r寄せ木細工J　としての『ガルガンチ
ュァ・パンタグリュエル物語』の形成過程を

探る.
2　ユションが既に試みた(M.Huchon,o♪・

cit.) 『第五之書』及び小品-のラプレーの関与
についての手がかりを提示する.

2) Edmond Huguet, Etude suγ la syn-

taxe de Rabelais comparie a celle des

autres prosateurs de 1450 d 1550, Hachette,

1894 ; Genとve, Slatkine reprints, 1967, pp.

21-39; Ferdinand Brunot, Histoire de la

langue franfaise des origines a nos jours,

t. 2, Le XVI" siとcle, A. Colin, 1967, pp.

400-407; G. Gougenheim, o♪. cit., pp.

40-45.

3) J.E.G. Dixon et John L. Dawson,
concordance des iEuvres de Francois Ra-

belais, Etudes rabelaisiennes t. 26, Genとve,

Droz, 1992.

4)このコンコーダンスはPlさ!ade版(注1

参照)を使用している.コンコーダンス作成

は,その使用テクストに制限される事は言う

までもない.ラプレーの全作品についてのエ

ディションが確立されていない現状では,エ

ディションの選択は大いに悩むところである.

従って,手に入れ易いPleiade版を使うこと

も無理はないが,これは原典校訂版ではなく'

少なくとも今回の調査では適さない・尚,ユ
ションがPleiade新版を今年(1994年)秋に

出す予定である.そうなるとこのコンコーダ

ンスはますます使い難いものになるのではな

いだろうか.
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見したすべての用例をT.L.F.版を中心にして詳細に検討し直した.

2　調査・分析一覧

現代フランス語では,名詞の性の特定は,形容詞及び分詞の一弘　冠詞,代名詞に

よって可能となるのだが, 16世紀フランス語では,形容詞及び過去分詞の不一致など

の制約があって必ずしも容易ではない.例えば, grand, vert, tel, loyal, saint"と母

音の前のce (cest), bonなどの形容詞,過去分詞(とL)わけ屈詞となる過去分詞)は,

性に一致しないm合が多いので2),今回の調査では,原則としてこれらの変粟によっ

て男性名詞と特定出来る用例は対蝕外にした3).

この調査の結果をまとめると以下の様になり,ラプレーの全作品で現在と15-(1なる性

の扱いを受けていた名詞は総計54語判njlLたことになる.
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与蝣¥-0.もこ:JLつ:H2S<o*分t'rii^Jr-^j'三にしたも　V/-7ミ1で^'1 ;j.

左班1列口には,現代と・51はる性で用いられたォ蝣]S:イj'生・無生名か‖こ火L.tく分

け,ラプレーが扱った性ごとにアルファベ肌に通し-Fiけ引ほった. ZIsのJミサ;uはVクス

トでの山現状旭で, Lu抑間出が火なるttl合には弓、川JなJLi合を除き一例のみIJそ,rdした.

2列口は>)M数を示す・弼性で扱われている楊分は91性.女性のI'fiで』(,:ペ.抑止決は

特定できないものを除いた数肌である.従って,くくl),は旭に性を・iviiできない川例

があることを示す・また, 《+》,くく-》及びその椎のm-は蝣/rリアントの用減と

示す. 3列口は舗mr・3とその性を示し,抑こ記してないものはラテンm'iによる. ;;,'im(

1) F. Brunot, op. at., p.282　seq.;

Charles Marty-Lavcaux, La La〝Sue de la

PUiade, Appendicc a la Pllia(Je franfoise,

Lemerre. 1896-98. 2　vols; Slatkinc Re-

prints, 1966, p. ll seq.

2)逆に名詞の性に碓火に一致していると

思われる形容詞には.今Ej]のa立で.'ま少なく

とも　competent, delicicux, diligent, di-

vers, divin, gros, 一ong, nuisant, plaisant,

precicux, urgensがあった.

3)尖mp=は今回の間立対aにするかどう
か晒増した名詞があった.例えば. ((五Iarus-

tique》・というIJそ71且がF邦五之tfj.棋aFL災記J

に1i叶)'っあるi'.これは　rustique　のほに

moJc　一・・iVaされているとii.*;した.よ,'=

gens　と　minuictは])上代フ:)ンス;,'fでも性の

Lf別はォtわで.NoSにM:lて加えなかった.

班に, brin　と　ofhcc　は:)プレー研究13公JK
(CLuvres de rrancois Rabelais, edition

critique publi`e par Abel I-cfranc ct
autrcs, 6 vols., Chami-ion ct Droz. 1913-

1955)のyアリアントでは;'r々))と代フランスIlfi

と只なる性の扱いを受けているが, T.L.F.版

ではこれらのヴ7リアントft;iYttしない,r>,

ここには加えていない.
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についてはワルトブルグ・ブロックとワルトブルグF.E.W.を参考にした　4-8列

は16-17世紀前期の辞111と現代フランス語の辞むでの性を示す・辞番名と出版年は表

の下に掲げた.ポールスグレイプ(J.p.)は辞書ではないが,性を記した名詞の英・仏

語一覧があるので挙げ,また,ニコ(J.N.)のくく( )》は見出し語ではなく用例中

の性の扱いを示す.そして右端の柱は,現在までの様々な研究を参考にして,性の変

化を起こした要因分析の結果を省略形で示したものである・ Eは語源, Mは合成語,

Oは田典テクスト, Pは接頭辞. Sは意睦, Tは外国語, Uは接尾辞, Yは文体

芸wii i-vこす.

さて,名詞の性はどの様に変化したのか.ラテン語から現代フランス語に至るまで

に性が変化した名詞がある2'.ラテン語にあった中性名詞の多くは俗ラテン語の段階

で91性名詞となるが.中性複数形からは女性名詞単数形との混同により女性名詞とな

ったものがあり,また, mer<mare, jumenKjumentum　などは中性111数形から正

接女性名詞になった印が知られている3'・また,ラテン語の名詞の性が現代フランス

冨引こそのまま拙承されていないものもある.現代フランス語の名詞の性についてはグ

レビスのLe Bon Usage,歴史的にはバツツフェ-ルドとダルメステ-テル,ニロツ

プ,ド-ザがそれぞれ詳しく分析し4),とりわけニロツプは性の変化を窓意的に解釈

することを批判して, 「歴史的に」解釈することを強く求めている5)・

これらの研究によれば,名詞の性の変化は,その名詞の語末・語頭形鼠意酷統

語等の原因によるものであり,ラプレーの名詞の性のゆれの多くも,裏1の分析結果

に見られるように,これらの内の一要因,または複数の要因の引合いの中で現れたも

のと言えるだろう.以下,この表1の名詞を幾つか取り上げて具体的に説明を試みよ

ラ.

1) W. Von Wartburg et O. Bloch,

Dictionnaire ttymologique de la langue

fr叩aise, P.U.F., 1991; W. Von War-
tburg, Franzoisis`hes etymologisches Wor-
terburch, Tubingen, J.C.B. Mohr, puis

Basel, Bebing und Lichtenhahn, 1922-

2)ラテン語から現代フランス語-の性の

変化特に古フランス語に於ける性のゆれに
ついては,今田良倍「ラテン語から現代フラ

ンス語に至る名詞の文法性の変化についての

研究-古フランス語に於いで性のゆれのあ
る名詞を対象として　　　r広島大学文学部

紀要』, No 46, 1987, pp. 362-385.が辞書を

材料に詳細な調査・分析をされている・
3) A. Hatzfeld et A. Darmesteter,

Dictionnaire gtntral de la langue franfaise

du commencement du XVIIe siicle jusqu'a

nos jours, Delagrave, 1924, p. 186;藤田知

子　r言語と性差-フランス語名詞の「性」

(genre)について-J, 『異文化コミニュケ

ーション研究所紀要山　第3号1991, p.19.

4) M. Grevisse, Le Bon Usage, Ducu-

lot, 1986; A. Hatzfeld et A. Darmesteter,

o♪. cit. ; K.R. Nyrop, Grammaire histo-

rique de la langue franfatse, t. 3, Copen-

hague, Gyldendalske Boghandel Nordisk

Forlag, 1936; A. Dauzat, Le gtnie de la

langue franfaise, Payot, 1947.

5) K.R. Nyrop, o♪　at., p.354 seq.
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3　現代フランス語と異なる性の名詞

ambages (無生名詞A-2,語尾要因)

ラプレーは『第三之古』で2例, 『第四之乱』で1例,いずれも《longsambages》

の表現で使用している.この名詞はラテン語源も現代フランス語でも女性扱いで・語

頭もこの傾向を強める.ラプレーはこれを, -age (<-aticum)を接尾辞に持つ名詞が

男性名詞となること1'から類推して男性名詞としたのではないかと考えることができ

る.尚　-ageで終わる語には　aage, oraige, oultrage, ouvrageのように男性名詞

傾向が見られる.他にも-e, -c, -aceなど語尾の獅推からラプレーが性を決定したと

思われる名詞がある・

odeur (無生名詞A-13,冨語源要因)

・臭い」, 「香り」両方の意で男性名詞扱いが3例ある・接F己辞-eurを持つ仙銃名詞

は現代フランス語ではcouleur, ferveur, pudeur等のように女性那柁なるはずで

ぁる2,.しかし,ラプレーは詔邦にJjZってm生名詞扱いにした・ニロツプによればこ

の慣向は16世紀によく見られた帆句であるとのことであが'・今回の;間並では　#1

にあるようにラプレーの性の決定には,この例のように'i猫の性にT'きってViiilされる

ことが多いように思われる・

以上2例のように,詔花形腿及び詔況要因によって性が決められた糾・Jがあるが・

それだけではなく,様々な剃車が他にも働いた・そのような例を次にILて行きたい・

scolopendre (布生名詞A-l,意味公囚)

現在では女性名詞扱いのこの名詞は,ワルトプルグ・ブロック・ケッセルリングに

ょれば1552咋版の『邦四之tf』にラプレーが初めて仕川したとされている"・ラテン

冨猫は女性,詔化も女性を放推させ,コットグレイブも=']そ=こある泊り(R.C.) !a性

扱い1・してい・-・.'/', --'プレー?;'-Wli二f'tli'A'いて.・・ :1・*>蝣一'J ijJ!二'uf'.:'い・な*l*t　ォ;*-

の理山はテクストに　されている.この4,節目ま,ラプレーのテクストでは　Ui灸にこ

の語を剛左で《serpent》と説明しており・この911生名　serpentのmanで・ yl性,戟

詞扱いされたと推測できる・

1)例えばK.R. Nyrop, op.at.,p.370.

また, 1530年の段階で既に.ポールスグレイ

プはいくつかの例外は吉富めながらも　-age,

-aigeで終わるすべての名詞は91性名詞である

としている　L'Eclaircissement de la langue

fransai∫e ♪arJean Pal∫grave, suivi dc la

grammaire de Giles du Guez, par F.

Gさnin, Imprimcrie Nationale, 1852, pp.

168-169.

2) K.R. Nyrop, o♪. at., p.374・

3) Ibid., p.362; p.374.

4) W.V. Wartburu ct O. Bloch, op.
cit., p. 579; W. Iくcssclrinj?, Dictionnmre

chronologique de vocabulaire franfai∫c, le

XVI"ォVrle, Heidelberg, Carl Winter

Unit,crsitatsvcrlaK, 1981, p. 328間,ケッ

セルリングは.この祁J4r-/c性q'詞としてlJ上

官己している.
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ressembloit au scolopendre, serpent ayant cent pieds comme le descript le

saige ancien Nicander. [Le Quart Livγe, p. 158]

このような文中の前後の名詞による意味の析推で使用性を決めたと思われるもの

に,無生名詞A-4のbalane 「亀頭」(元来「フジツボ」の意)が有り,現代フランス語

では女性名詞であるこの語をラプレーは男性名詞扱いにした.

ebene (無生名詞A-5,意味・出典要因)

ラプレーは1552年版の『苅四之書』に一度男性名詞として使用している.ラテン語

汎ま女性,語尾も女性名詞を類推させる.樹木が男性名詞になる仰向が強いことから

ラプレーが男性名詞扱いとしたと考えられるが(R.ェチエンヌ(R.E.),コットグレ

イブ(R.C.)も男性名詞扱いにしている),ラプレーによる用例を検討すると,これは

ウェルギリウスの『農耕詩』 (2-116)から引いたもので1),ここでウェルギリウスは

《ebenum》　と使っており,ラプレーはこれをそのまま男性名詞にして使用したので

はないか.尚,ガフイオは『農耕詩』のこの使用箇所での《ebenum》を中性名詞と

している2).

以上,現代フランス語の性と反対に使用されている名詞を見てきた.次に男性・女

性の両性で用いられている名詞について検討を加えたい.

4　両性で用いられている名詞

ラプレーは一つの名詞を異なった性で使用している.同じ作品中,また,同じ串の

中でも異なった性にしていることもある.

宏2は,衷1に挙げた名詞のなかで両性で用いられている名詞がラプレーの作品の

どの部分で現れたかを一　にしたものである.

縦軸左端にはその名詞を挙げ,杭軸には各作品名を挙げてある.作品の下には, (完

成)初版出版年のみを示し,表中の数字は母数,女性扱いは　《f》,男性は《m》,不

確定は《?》を,そして文体を区別する為に,手紙,会話,詩句中での用例にはそれ

ぞれ《1》, 《d》, 《V》を付した.頻度数が多く,分析にはさほど必要とされない用

例については,各作品毎に《-》で総計だけ挙げた.ヴァリアントは《-》で表し,

《( )》の数字はヴァリアントがあった版の出版年で, 『第五之書』の《(M)》はラプ

レーの死後16世紀未に作られたパリ国立図書館蔵の筆写本(Ms. fr. 2156)であるこ

とを示す3).

1) Le Quart Ltvre, op. cit., p. 222,　　　『第五之書』の最初の16車までは,ヴT
note 13.　　　　　　　　　　　　　　　　リアント表記がなければ,未完成版Vide

2) F. Ga缶ot, Dictwnnatre latin fran-　　Sonante (1562年)と1564年版完成版では同
fajs, Hachette, 1934, p. 568.　　　　　　　じ性で扱われていたことを示す.
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1951年にグゲネムがコルネイユの　《foudre》　について,性の扱いのヴァリアント

を比聡的な意味(女性名詞で「神の武署旨」)と本来的な天候の意味(男性名詞で「雷」)で

分析した事があるが,十分な解明にいたっていない1'.その他にはこのような名詞の

性の使い分けに関する分析は見あたらない.勿論,ラプレーが名詞の性を使い分けた

という事を自ら語っているわけではないし,上述した様に当時は現代フランス語-の

過渡期で,名詞の性にも相当の混乱があり,ラプレーのみならず,他の作家における

名詞の性の扱いについても同じことは言える.しかし,一見すれば無秩序に使用され

たように見える名詞の性も,語源及び語の形鰭だけではなく,その使用時期,テクス

ト内部の意味,文体による形響なども詳細に分析することによって,その変化の原因

を推定することが出来るかもしれない.以下にその分析を試みる.

amour (無生名詞C-2, ffi況・語尾・文体要因)

現在でも複数形や詩文では女性名詞としても使うこの名詞は,ニロツプ,グレビ

ス,ドーザによれば古フランス冨万では女性名詞扱いが多く,中lu:末期より冨SJ& -our

と語源からの形皆で男性名詞扱いが増え2),そして16位紀では両方で用いられた8'.

尚,ポールスグラーブは-or (our)で終わる名詞はすべて93性名詞であるが,例外的

にamor(amour)は女性名詞であるとしている一・　uそ2にある通り,ラプレーも『/,I

ンタグリュエル物語』9]乱ジョフロワ・デスチサック宛の1535年の手紙に見られる

通り,初期では女性扱いにしていた.

je 【-Pantagruel】 vous [-Panurge] ay ja prins en amour si grandc [1542咋版
ではgrand】, ¥Pantauruc!, p. 54 (dialogue de Pantagruel)】

attendu la bonne amour que luy portez principalemcnt, [αuvreHotn♪JHcs,
Gamier, t. 2, p. 539】

そして,後期の作晶『爪三之JTl,F』から洲生*3司扱いに変えている.このようにm三

名詞にしたのは,当時にとっては新しい(?) 23iEiによる9川三名詞ffiサの帆llJの$5?か

らではないか.

(respondit Panurge) ce vers denote qu'ellc m'aymera d'amour pcrfaict. 【Z.e

Tiers Livre, p. 06 (dialogue de Panurge)]

1) G.Gougcnhcim,ォLcgenrede <fou-

dre) chez Corneille》, in Le jranqai=no-

derne no. 19, 1951, pp. 91-94; dans Etude∫

de grammaire et de vocabulaire franfais,

Picard, 1970, pp. 391-394.

2) K.R. Nyrop, op. cit., p. 379; M.

Grevisse, o♪. cit., p. 765; A. Dauzat, o♪.

at., p. 136.

3)ユゲによれば.ラプレーのW叫代では

amourは女性名閑扱いが多い. cf. Edmond

Huguct, Dictionnaire de la tongue /ran-

(atse du XVI" sihle, 7 vols, Champion-

Didicr, 1925-67, t. 1, p. 199.

4) J. Palsgrave, op. cit., p. 166.
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[Panurge dit】 et jamais le bon amour ne estre sans craincte. 【Le Tiers Livre,

p. 135 (dialogue de Panurge)]

vous sentez en vos cceurs enflammde la fournaise d'amour divin ; 【Le Quart

Lime, p. 211 (dialogue de Homenaz)]

この傾向が1542年版『パンタグリュエル物語』 9串での女性名詞扱いを止めさせ

たのではないか(上記引用文参照).また, 『第四之缶』 3章の手紙文で女性名詞扱いさ

れているのは,この時期男性名詞が主流であったため,女性名詞を用いることで擬古

的にしようとしたのではないか・

comme tu sf ays que a la bonne et syncere amour est craincte perpetuelle-

ment anne.¥6e. [Le Quart Livre, p. 45 (lettres de Gargantua)]

これと同じように手紙文で擬古的にするために性を変えたと考えることの出来る名

詞に無生名詞C-22 teneurがある・尚,表2に見られる通り・このamourが全て

会話文で男性名詞扱いで現れていることも, aage, cometeの場合とともに興味深い・

Cabal, cabale (無生名詞C-5,意味要因)

・第三之書』 15章の男性名詞cabalは,既に指摘されているように1㌧ガスコ-ニ

ュ方言で「投資するために借りる資本」の意味で用いられ・ 「カバラ」の意味の女性名

詞cabaleと言葉遊びをしている・

A ceste heure (dist Panurge) te ay je entendu, couillon veloute, couillon

claustral et cabalicque. II me y va du propre cabal. Le sort, l'usure et les

interestz je pardonne. Je me contente des despens, puys que tant disertement

nous as faict repetition sus le chapitre singulier de la caballe culinaire et

monasticque. [Le Tiers Lime, p. 120 (dialogue de Panurge)】

この名詞は出所が異なり,意味そのものも違うことから性の区別がなされていると

思われる.無生名詞C-ll modeは, 『第五之書。筆写本32章で唯一男性名詞とな

っているが,この箇所のみmodeは「様相」の意味で使われている・

navire (無生名詞C-12,語源・語尾要因)

表2に見られる通り, 『第五之書。 15章で男性以外では,一貫して女性名詞扱いを

受けてきた2'・語源が男性であるにも関わらず女性名詞扱いであったのは・ H・エチ

ュンヌが『新たなフランス語に関する二つの対話。 (1578年)中で登場人物セルトフ

1) Le Tiers Livre, op. cit., p. 120,　cf. E. Huguet, Dictionnatre de la langue

note franfaise du XVIe siicle, op. ctt.; Ch.

2)ユゲ,マルチー・ラポーによれば,当　Marty-Laveaux, o♪. at., t. 2, p.16.

時navireはやはり女性名詞扱いが多かった・
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ィルに語らせている言葉からも推&lJすることが出来る.対話者フイロゾーヌの「男性

名詞扱いにするのは,最近の流行だ」 《Je l'ay diet selon la mode qui trotte.ll 》と

いう言英に対して,セルトフィルは語源は《navis》で女性,語尾は《-e》であるこ

とから男性名詞扱いに反対する.

Encore ce changement seroit plus tolerable en ces mots 【-comt6, duche]

qu'en cestuy-1ム《naヽ・ire》. Car outre ce que le latin nauis, d'ou il vient, est de

genre feminin (comme aussi le grec naus), on voit bien que la terminaison

du mot 《navire》 convient au genre feminin plustost qu'au mascuhn21.

『第五之か』での男性は,このような「放近の流行」だろうか.それにしても『爪五

之宙』の他の2例は女性名詞扱いのままで,ヴァリアントがなく, -rrしていない・

尚,ユゲは, navireが男性名詞にされたのは《vaisseau》からの類推ではないかとし

ている3).

αuvre (無生名詞C-14,詔況・文体要因)

現在でも「(芸術家の)全作晶」,姐共用訊「錬金術」の《grand ocuvrc,)で91位名詞

扱いであるこの名詞は,元来,ラテン語抑opera (女性名詞)から女性名詞扱いを受

けてきたが, 16世紀にはラテン語opus (中性郡司)の膨班で男性郡司扱いになったも

のも現れた▲).そして,グレビスは, oeuvreはmr;]な文体で9]性名詞扱いされるとし

て,ラ.フォンテーヌ,ポワロ一,ヴォルテールの例を掛プている5) fユLrf四之‥;.'?』53

串でラプレーは次のように95性名詞扱いをしている・

Et donne ordrc que ces precieux oeuvres de supererogation, ces bcaulx par-

dons au besoing ne nous faillent. 【Lc Quart Litre, p. 221 (dialogue de

Homenaz)]

この《ces precieux oeuvres de supererogation 》のォ(ocuvrc dc) supererogation 》

はカトリック神学用語で　opusの詔帆こfij皆されて91性別司扱いとなったのでは

ないか.

palude, palus (無生名詞C-18,苫古沢・外光ニ7J班囚)

16世紀の辞おから既に男性名詞扱いであるが, Fパンクダリュエル物!Bj 23串で女

性・;v,:j. -・<1こ　　--',!蝣-は'.'.一・上u二.Tで　　　二　fll.は　　ン∴i∴'ォ**)ユMi.であ

るので『パンタグリュエル物冨万』の用例は.この冨細くに万さったと蝣'jえられるが,もう

1) Henri Esticnne, Deux dialogues du Rabelais [.=】, op. at., p.26.

nouveau langage jranqois […】, Genとvc,

Slatkine, 1980, p. 270.

2) ibid., p.271.

3) E. Huguet, Etude sur la syntaxe de

4) K.R. Nyrop, op. cit., p. 363; M.

Grevisse, op. at., p. 763.

5) ibid., p.763.

6) Le Quart Livre, o♪. °it., p.408.
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一つの解釈も可能である. 『パンタグリュエル物語』 23草ではpaludeは次のように

現れる.

ny la paluss Camarine, ny la punays lac de Sorbone 【Pantagruel, p. 176,

1542版以降】

《la palus Camarine》はシチリア島に実在する沼地であることから,この女性名

詞扱いはイタリア語からの影響とも老えられる(イタリア語ではpaludeは女性名詞)・

尚, 『節五之IB』のみが他の作品と名詞の性の扱いが完全に異なっているものには・

このpaludeの他に上記のmodeを除けば, ouvrageがある・しかし,衷2に見られ

る様に,逆に性の一致が起こっている名詞が多い事,また,性のゆれ自体が大きい事

等があって,これだけではラプレーと『第五之書』の関係が何か言えるわけではない

が,この事実だけ確認しておこう.

5　結　び

以上,ラプレーが性を現代の用法とは異なって使用した名詞について分析してき

た.この分析結果から見れば,その大きな特徴は,無生名詞において,男性名詞扱い

のものは語源からの影響,女性名詞扱いのものは語尾形態からの影響が強いことが確

認された.また,その際に意味の類推によるものもあった・更に,この傾向は両性で

用いられた名詞にも見られ,そこに文体効果が働いた可能性も指摘することができ

た　antistrophe, arbre, ars等のように語源,意味,語尾その他の要因から一貫した説

得的な説明をすることが出来ないものもあったが,各々の名詞の用例を具体的に,そ

して詳細に検討することによって,流動的な16世紀フランス語の世界におけるラプ

レーの名詞の性に対する態度をある程度まで明らかにすることが出来たと思われる・

(日本学術振興会特別研究員)
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